
佐賀県版 電子納品運用ガイドラインの主な改定ポイント 

 

1 対象工事、案件 

土木工事についてはＡ級以上案件については電子納品、電子検査の全件対象工事とします。Ｂ

級案件については平成２４年度より電子納品全件対象とし、工事書類については電子検査または

紙検査を選択できることとします。Ｃ級案件については平成２４年度は電子納品を協議による試

行とし、工事書類については電子検査または紙検査を選択できることとします。平成２５年度以

降はＢ級に準じた電子納品全件対象、工事書類については電子検査または紙検査を選択できるこ

ととします。 

委託案件については電子納品の全件対象とします。 
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＜工事＞

対象 平成23年度 平成24年度 平成25年度以降 対象 平成24年度 平成25年度以降

特Ａ級 特Ａ級

Ａ級 　　    　電子納品全件対象 Ａ級

Ｂ級 試  行 Ｂ級

Ｃ級 一部試行（協議） 試  行 Ｃ級
電子納品　→　試行（協議）

電子検査　→　任意（電子・紙選択）

＜業務＞

対象 平成23年度 平成24年度 平成25年度以降 対象 平成24年度 平成25年度以降

全て 全て 電子納品全件対象

電子納品　→　全件対象
電子検査（電子検査帳票提出）　→　全件対象

電子納品　→　全件対象
電子検査（電子検査帳票提出）　→　任意（電子・紙選択）

電子納品全件対象



2 書類の必要性の明確化 

維持管理のために長期保存する「工事完成図書」の納品と、監督業務の必要性及び瑕疵対応の必

要性から短期保存する「工事書類」の提出を明確に区別しました。 

 

 

 

 

  

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 土木工事における工事関係書類の体系図 

 

 

 

 

※ 電子データで監督職員へ提出する「工事書類」には、デジタルカメラで撮影した「工事 

写真」及び電子メールまたは情報共有システムを利用して電子的に提出した「工事帳票」があり

ます。この場合、検査も電子検査を原則とします。 

また、電子的手段を利用せずに紙資料で監督職員へ提出する「工事書類」は、検査もその紙資料

で行い、別途電子化する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来形管理資料

工事完成図書
工事完成図

段階確認書

確認・立会願

施工計画書

工事履行報告書

関係機関協議資料

品質管理資料

工事関係書類

工事書類
工事写真

工事帳票
工事打合せ簿

材料確認願

紙または電子のいずれかで提出

（Ａ級以上は基本的に電子で提出）

（Ｂ級以下は紙または電子で提出）

添付資料

紙と電子の両方で納品
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6 押印書面（打合せ簿）の取り扱い 

 これまで全ての打合せ簿について押印後スキャナーにより読み取り電子データとしておりまし

たが、電子メールにより受け渡しを行う金額変更の伴わない軽微な事項の打合せ簿（報告・提出）

については押印を不要としました。（施工中の重要事項、金額の変動が伴う事項については従来

どおり押印（電子押印）が必要。） 

 

軽微な事項の打合せ簿を電子メールで決裁・交換する場合の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般監督員

現場代理人

主任監督員 総括監督員

メール提出

メール転送 メール転送

メール転送

打合せ簿回答欄に回答を入力

メール本文で決裁依頼

メール本文で承認

メール本文で決裁依頼

メール回答

受注者はメール本文（決裁履歴）と打合せ簿をセットで保管する

メール本文で承認

（修正がある場合は修正後メール回答）
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